
日  1寺 : 2026年 2月 22日  (日 )
第 l部 記念礼拝    15:00(会堂)
第‖部 タイムカプセル埋設式 16:00(中庭)
第 :‖部 祝会・交流会  16:30(大会議室)

日本基督教団沖縄教区
沖縄キリスト教センター

沖縄県宜野湾市志真志 1丁目24番 7号

電:言舌 (098)898‐ 4361  E‐ mail okikyoku501@outiook.ip
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[第 I音|: 記念礼拝 15:00]

沖縄キリス ト教センター創立 40周年記念礼拝
司式 :具志堅 篤牧師 (読谷教会)

奏楽 :備瀬 篤子 (ぎのわん教会信徒)

サムエル記上 7章 12節
21-419(さ あ、共に生きよう)

ローマの信徒への手紙 8章 28節
「今 |―は で守られて」   具志堅 篤牧師

具志堅 篤牧師

聖歌 292(き ょうまでまもられ )

[第 II部 タイムカプセル埋設式 16:00]

タイムカプセル埋設式

進行係 :糸洲 のぶ子

(プログラム主事 。ぎのわん教会信徒)
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:21-561(平 和を求めて)

望月 智牧師



十周年 お祝いの会

*

● | ●,● ‐●●~・  .

幕*

歯

暮
韓

品
容
一

褻■■■逝■』螂■■

に LL瑯喧

榊:**

[第 III部 祝会交流会 16:30]

沖縄キリス ト教センター創立 40周年記念
祝会・交流会

司会 :国吉 和雄 (西原教会・運営委員長)

伊波 由佳 (西原教会・運営委員)

開会の挨拶 :

幕 開 け :

食前の祈り : 運営委員)

演   舞
・聖書沖縄語翻訳有志の会による語り

「うちな―ぐち絵本  ダビデとザアカイ」
。ぎのわん教会「ヴァイオリン演奏と賛美

・許伯基牧師 (沖縄キリスト教学院 宗教部)
・上地教会「′ヽ―プ演奏と賛美」

・高原教会「琉舞」

。みんなで歌いましょう「琉球讃美歌」

閉会の挨拶 。お祈り:又吉京子(沖縄キリスト教センター館長)

上地 武 (教区総会議長)

フラダンス (な りやまあやぐ)

花城 静子牧師 (西原教会代務

(食事タイム)
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沖縄キリス ト教センター創立前史の一端

1969年 の「H本基督教団と沖縄キリス ト教団との合同に関する議定書」(以下合同議定書)を読む

と「財務に関する事項」(付属文書IV)がありOKIBと IBCに 関わる様々な諸手続きが踏まれていた
ことがわかる。少 しその辺にふれておきたい。

北米八教派 (公 it¬ |い11't会 .■ ィ~4■7.tス ■ r、 |● 青」、市■
「
lt r、 |」 |||1午 同 ||」 ||■r、  ・

/■ ス li■ 、 1■■Htと |「 I‐ ■ .Iメ !|~|し ri.:|「|こ■、・ 1■ ■11「■●■|)の 諸教会は、戦後

まもな く交わ りと援助 を開始 した。戦後の日本 におけるキ リス ト教事業支援のために、北米八教

派の外国伝道部が組織 したのが IBC(Intcrboard Committcc on Christian Work in Japan)で あ

る。合同によって沖縄キリスト教団から日本基督教団の沖縄教区創立へと流れていた時期、沖縄

IBCと して機能 していた ミッション機構の統合も進んでいた。沖縄 IBC(OKIB)が 日本

IBCに 統合されるための作業 も進行 していた。日本 IBCは 1973年 に JNAC(Japan―
North American COmmissiOn On C00pcrativc MissiOn)に 改組される。

沖縄 IBC(Okinawa lnterboard Committcc)、 日本 IBC関 連文書は教区資料室にファィ
リングされて保管されており、資金の流れのや りとり等が記載されている。

合同議定書Vはそれまでの議定書、付属文書に記載していなかった事項を整理してある。そのうち沖

縄キリス ト教学院短人について「沖縄キリス ト教団立学校の性格を維持するため F教区立』の名

称」を用いることや、合同後「基督教学校教育同盟 と IBC関 係学校 となることを教団は努力す
るとともに、その財政に関して教団はできるかぎり援助する」 としてある。

沖縄キリスト教センターの創立は合同を契機とした IBC資産の整理とも深くかかわっており、丁寧な

教区史の整理も待たれる。OKIBま ず、用地活用の討議を経て、伝道小委員会の作業が開始され、宜野

湾宣教構想委員会へと引き継がれ、具体的企画として教区総会の承認へとこぎつけ、建設準備委員会、

運営委員会へと具体化していき、1985年 4月 7日 の起工式となる。

1985年 1月 に大長弘子を第 1回沖縄キリスト教センター運営委員長に選任し、9月 にセンターi事

に石川清勝就任。11月 にセンター内宿泊・会議室部分を「おきなわぎのわんセミナーノ`ウス」と命名す

る。1986年 2月 8日 に定礎式、25Hに献堂式及び祝会が開催された。 (文中写真は 5階資料室)

聯
石川清勝主事

合同議定書の付属文書 IV、 「財産に関する事項」は

そのもろもろの手続きの流れを示 している。沖縄キリ

スト教団よりOKIBに 申請していた、O学 生センタ
ー、0キ リス ト教学院短大、0八重山農村センター、

●宣教師活動費に対する協力資金は日本基督教団が

責任 ご以て適宜中請するとしている。派遣されていた

宣教師の協力を得て IBC所 有の不動産 も整理され
ていき、首里宣教師館の処分益が沖縄キリスト教セン

ターと沖縄キリス ト教学院短大移転費が寄付された。
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1986年

1987年

1988年

1989年

1990年
1991年

1992年

1993年

1994年

1995年

1996年

1997年

1998年

1999年

2000年
2001年

2002年
2003`午

2004年

2005`年二

2006年

2007`十二

2008`十三

2009年
2010年
2011年

2012年
2013年

2014年
2015年
2016年
2017年
2018年

2019年
2020`■

2021年
2022年

2024年

沖縄キ リス ト教センター創立からの歩み

創立、大長弘子館長 (非常勤)、 石川清勝主事_

海邦国体選手の指定宿舎に利用される。
レス トラン委託へ、大長館長、石川主事辞任.
エ ド・フランシス宣教師主事就任、プログラム活動開始,山里勝一館長
山里勝一館長 (常勤)。

山里勝 一館長辞任,
エ ド・フランシス宣教師館長代行就任し
エ ド・フランシス宣教師館長就任.

妹尾正和主事就任.協議会開かれる。志真志伝道所開設.

(週 3日 勤務)

凛デ

餞爾ロ

2025`年三

会堂建設。 10周 年の記念会開催っ
エ ド・フランシス宣教師帰国に伴い辞任.

妹尾正和館長就任、借入金の
‐
部教区が支払 う。

ロビー拡張。

事務及び会計にパソコン導入っ

借入金を琉銀から教区へ借 り替える。
レストランの委託者がなく、直営を始める。創立

15周 年記念礼拝.
レス トランの営業を本格的に始める。

一般への「黙想室利用」ができないことが判明する.

センター運営に関する特別委員会が設置される。

一年に限って運営が認められる。妹尾館長辞任

当面の間運営。運営委員会規則変更を常置委員会に提出.

自己資金内での運営が認められる。

機構改革による法人化変更作業始める.教区資料室が 5「1占へ移動.
レストラン営業を停止 (6月 末).又吉京子館長代行就任.
教区総会にてセンター法人化検討委員会が今後について 「宗教法人」を答申.

教区総会にて「議案 9号 沖縄キリスト教センターの今後の方向性に関する件」が審議
され 「教区立の宗教施設として、継続的な運営を承認する。」が決議される。

教区′ヽ長期倍入金返済はじめる。15名 乗 リセンター車購入.

首里教会と共同事業「しののめケアハウス」事業が本格化する。東日本大震災支援始ま

る.

外壁塗装工事を教区と折半で負担し実施.セ ンター運営規則変更 委員定数 8名 になる.
エレベーター機械室より発煙.創立 30周年記念礼拝祝会・交流会開催.
マンスリー利用が増力||.教区会計を翁長事務所より引き継ぐ.
エレベーター取替ぇ工事を教区と協力して行 う。 (9,234,000円 )
マンスリー室やロビーの備品取り替え (ベッドやソファー).又古京子館長就任 (4年任
期).

ァ六― 卜1室で火災が起ころ.
新型コロナウイルス感染によるキャンセル増。会議室机・椅子の買い替え.

新型コロナ感染拡大で間館や時短営業、諸フログラム等が中止になる。

感染対策 (利用定員50%)で運営する。収益事業は落ち込む.多 くの献金等で支えられた。

感染が収束傾向後は沖縄研修利用団体等が増ぇ始める。経年劣化によるボイラー故障で

湯が出ない状態が 12日 間あった。糸,州のぶ子プログラム主事が■任.
コロナの終息に伴い、運営・活動が活発化する。教区事務所 。資料室・ トイレ・シャワ

ー室・水槽等大型メンテナスに取り組む_

倉|」立 40周年を迎える

=|…
_



歴代館長・主事

石川清勝主事 1986年～ 1988年 開館と同時に家族で住み込み日々の運営に取り組んでいました。

大長弘子 (初代館長・非常勤・那覇中央教会信徒 )1986年～ 1988年 7月

建築委員会・運営委員長、そして初代館長としてセンターの誕生にかかわって
きた。建築中も何度かヘルメットをかぶり現場で進捗状況を見、中原さんや国吉
さんなど運営委員の方々とセンター開館に向けて燃えていた。運営のために九
州のキリスト教センターを見学したり、建築献金を集めるために婦人会連合の
方々に依頼したりしていたことを思い出す。一番つらかったのは、レストラン
を委託へ切り替ぇるために職員の解雇を館長として伝えることでしたと、94歳
を迎えても当時の様子をしっかりお話された_

出二勝―(非常勤・常勤・牧師)1989年～ 1992年 3月

湿地帯であったため廃土や瓦礫をもらい地ならししたところに建てられ
たセンターが 30年 を迎えるのは教区や各委員会の協力があったからだと
思います。建築の段階で下水道が未整備ため浄化槽を ^千万円で設置し、廃
油ボックスが小さく頻繁にくみ取る等の問題が思い出される。 一番の反省は
旧学生センターのような喫茶室の予定だったが洋風レストランにしたこと。
また、許可をもらっていなかった「宿泊_1事業の中止、そしてマンスリー事
業と紆余山折しながらでも今があることは奇跡である。(2015年 30周年時
の談話。)

ジョン・エド・フランンス(米国メソジスト教会 宣教師 )1993年～ 1997年 3月

1989年プログラム主事で来沖、1992年館長代行、93年館長に就任。95年
に会堂建築に関わり窓に琉球ガラスを取り入れる.諸フログラムを企画実施
し、センターの諸活動の基礎が形成された。96年米国での牧会のため辞任。
帰国前に 10周 年記念行事に取り組む_人重山の教会を訪ねるツアーやフィリ
ビンヘのワークキャンフ等、教会青年や夜間管理を担う琉球大学の学生たち
との交流も積極的に取り組んだ.その中から神学校に進んだ若者もいる_

妹尾正わ (ぎのわん教会信徒 )1997年～2005年
1994年主事就任。97年から館長就任.ロ ビーの拡張工事に取り組む.
野外活動等、子どものためのプログラムを始める。長期借入金の返済を
銀行から教区へ変更する。レストランの委託が 1988年から始めるが 3社
日の業者が 2001年退去、その後は委託業者がなく直営に戻す.2003年
一般への「黙想室利用」が出来ないことが判明.セ ンター運営に関する
特別委員会が設置される。2005年 3月 辞任.2022年から野外プログラム
の講師としてセンターの活動に奉仕して下つている。

糸洲のぶ子プログラム主事 (ぎのわん教会信徒)3讐 ァj篠攣:撃″ ィ
ラム委員会や諸プログラムの企
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ス吉京子 (首 里教会信徒 )2018年 5月 ～現在

1987年 9月 センター職員としてフロント及びブログラム担当、主に沖縄平
和研修セミナーを担う。2003年の宿泊業務の廃上に伴 う現場の混乱を乗り越
え、2005年～06年山里勝一議長、2007年竹花和成議長等が館長代行時に現
場責任者として取り組む.2009年より館長代行の責務を経て、2018年 5月
に館長就任.2024年度から大型メンテナンスに教区と協力して進める。
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沖縄キリス ト教センター建設

用地 (更地)

センターの二段ベットの部屋
が会議室へ

争IIゝ  〕

創立当時の沖縄 キ リス ト教セ

ンター

中 2階ピロティーを会堂に
変える (1995年 )

創立当時の沖縄キリスト教セ

ンター

● ″

ロビーの拡張 (1998年 )

●■ ふ・,

メ学tキリス チ′1'森銭
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レス トランか らホールヘ

宣教師居室から教区事務所・

資料室へ

ぎのわん教 牧飾就任

ぎのわん教会の新 しい

看板 (2025年 4月 )

ぎのわん教会設立式 牧師就任式 (2025年 7月 )
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プログラム紹介

◇ 国内外交流プログラム
アジア→

・台湾 長老教会 との交流 (2002年 2006年教区交流委員会と共催 )
。フィリピン ワークキャンブ(1994年 1995年 1996年 1997年 2003年オロンガホにあるブッ
クロー ドセンターを拠点に活動をする)
・タイ 1996年 チェンマイにあるマッケンーリノ`ビリセンターを拠点に村の教会建設に関わる
・韓国 1999年、2002年 (佐敷教会と共催)2008年 2011年 2024年
・ベ トナム 平和の旅 2009年
ドイツ → ドイツの教会訪問 (2000年 、2010年、2020年は中止 )オ ーバーアマガウ受難劇
国内 ⇒・大阪への旅 出会いの旅 (1990年)北海道名寄地区(1992年 )
・東日本大震災支援ツアー (2012年 ～2016年 )

県内 →・宮古の教会を訪ねる(2019年 )、 交流の旅・八重山の教会へ (1991年 )

フィリピンワークキャンプ ブックロードセンター前 ドイツの旅

■ ■

チャレンジクラブキャンプ

☆ 子 どものプログラム

朝食を作 るエ コクラブの

メンバー

クリスマス会 に参加す る

子 どもたち

沖縄平和研修プログラム

1991年 より実施。琉球・沖縄の
歴史、文化に出会い、沖縄戦や

現状の軍事基地の実情を歩き見
て考えるプログラムを提供。40

年間で 921団体が利用した。

フレンズ英会話の子 どもた

ちとグレイ意子先生

☆定例プログラム

朝の祈り会/英語で琉
球の歴史・文化を学ぶ/
聖書琉球語翻訳有志の
会/詩編と賛美/歌声
カフェ/スペイン語
☆料理教室
☆野外プログラム
大人のための「山がっこ

う」 (1990年より)、 地
質学の目で歩く「しまぞ
― り」 (2004-2019)、
2020年 より野外プログ
ラムとして継続 してい

る。
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